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正一　鼠　　表

頁 行
’

正 誤　　　　　　　　　゜

17 7 グリーティングカード クリーテングカード

⊥7 19 北多摩広域llf町村 北多摩広11f町村　　・　　　　膠

20 14 萩原きみ代氏　　　　　　　一 萩原きみ代　　　　　　畠

21 19 伊東律子氏 伊藤律子氏

21 26 窃 努

22 3 10‘1…後　　　　　　＿ 後10年後　．

22 6 であった あった

31 2 起こし 越こし

31 4 会館紀饗 公民館紀嬰

32 14 基本的なゲLム指導が出来る 基本なゲーム揃導山来る

35 16 名々井美帆さん 名名井美帆

35 19 　　　　　　　　’1987 1981　　　　　　　　一

36 1 わり煙寵 わりだい燈籠

39 名々井 名名井

42 26 lii塒、 当時

43 31 吉村下寺舐 宙村千慣民

45 2 flこ宅ローンの一部を ローンの一部に

45 7 役割を背nいこみ 背貸いこみ

46 2 り：‘ノkη披民 7：τ，k雌江氏

46 3 「婦人の老後」窟永静枝氏 「短人の老後」

51 9 小川博久民 小川博久　　　　　　・

51 14 木村栄氏 木村栄　　　　　　　　　　　　一

52 26　　」 「1分rl身になされ 口分臼身にてされ　　　！

52 29 主体的 主体

58 34． 松本公博 　　　　　　　　　　　　　一松本雅隆

60 24 核戦争後の地球　　、 核戦顎後の世界

61 12 口演かたりべ 口演かたりべ劇場高野いわお

78’ 26 斉藤明朗 斎藤明郎

82．8 斉藤明朗’　－ 斉藤明郎　　　　　　　一

84 佐久ll肺τ冬氏 佐久聞正冬氏

86 5 文教大学 文京大学

92 24 1LO　　　　　　　　　　’ PlLO
95 早川絶代民 早川紀子戊

95 襯永芙子氏 禍艮笑子氏
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地域 地球

123 4 高野正美 高野正義’

128 ．8’ デコイ デュイ

128 ’　9 覆本まさひこ氏 槻本まさひ氏．

177 2 みんなで もんなで

186 3 闘館 会館
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松林分館正面玄関
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松林分館ロビー

展示コーナー

雑誌コーナー

教育、婦人、綜合雑誌、子ども

雑誌、科学雑誌、17タイトル

」



とれたかな？

顯霧

松林の庭には、7月になると、プラム（すもも）の木が

実をつける。すももをとる子どもたち

　庭には春になると、すももの木とリンゴの

木が白い花を咲かせ、7月はすももの実が赤

くうれる。リンゴの木は8月の暑さの中で、

実を熟させる。

庭の砂場であそぶ幼児

　5月になると庭

にクローバー花が
咲く。

なんだろう。（保育室の子どもたち）松林の庭で

一



松林分館10年史の発刊にあたって

福生市公民館館長　堀　ロ　茂男

　1979（昭和54）年5月3日の憲法記念日に松林分館は開館しました。この年また国際児童年の年で

もあったわけです。松林発館の開館はこうした歴史的な年に開館しました。その後10年、約30万近い

市民がこの分館を自分達の学習文化の拠点としてご利用いただいたことになります。

　21世紀を10年後に迎えた今日、私達の生活を取りまいている環境は大へん深刻なものがあります。

住宅問題、高齢化社会が進む中での福祉・保健・医療問題、あるいは高度情報化がすすむ中での産業

のハイテク化、その中での矛盾も色々と起きてきました。

　私達の生活の矛盾が大きくなればなるほど、「実際生活に即する教育、学術及び文化に関する事

業」を行う公民館の役割に対する期待もまた大きくなって行くはずです。

　1985年のユネスコでの成人教育会議が採択した「学習権宣言」は学習権の内容を次のように述べて

います。「学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、……自分自身の

世界を読みとり、歴史をつづる権利であり、あらゆる教育の手だてを得る権利であり、°個人的、集団

的力量を発達させる権利である。」しかも「学習権はたんなる経済発展の手段ではない。それは基本的

権利の一つとしてとらえなければならない。学習活動はあらゆる教育活動の中心に位置づけられ、

人々を成り行きまかせの客体から自分の歴史をつくる主体にかえていくものである。それは基本的人

権の一つであり、正当性は普遍的である。」と述べています。学習権とは、私達が生きる社会の歴史を

創る主人公として、自らの暮らしを切り開く為に必要なカであるというわけです。その力は自分だけ

ではなく、仲間との共同の中で発展させていく力で、それは基本的人権の一つであるというわけです。

今日生涯学習への期待が高まる中で、その拠点としての公民館が、ユネスコのこの精神に学びながら、

　　　
地域の人々の「教育、学術、文化活動」の拠点と．Uて21世紀を切り開く「つの学びの場所に、この小

さな公民館一松林分館一を、育てて頂ければ幸いです。
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